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論文要旨：悪性腫瘍の画像検査として 18F-FDG PET が広く利用されているが、脳腫瘍においては 18F-FDG
が脳全体に高く集積されてしまうため使用が制限される。一方、11C-コリンは脳腫瘍にのみ高い集積がみ
られ 11C-コリン PET が脳腫瘍の画像検査として期待されているが、11C-コリンを使用した脳腫瘍における
研究は少ない。そこで本研究ではヒト神経膠芽腫細胞株を用いてコリンの取り込みの機能解析と抗癌剤
や中枢神経作用薬の影響について検討した。２種類の神経膠芽腫細胞株の A-172、U-251MG 細胞は高親和
性と低親和性の２つのコリン取り込み機構を示した。A-172 細胞では主に choline transporter-like 
protein 1 (CTL1)が、U-251MG 細胞では CTL2 が主に発現していた。抗癌剤投与 72 時間後において、A-172
細胞では細胞増殖は抑制されたが、コリン取り込みには影響はなかった。U-251MG 細胞では細胞増殖お
よびコリン取り込みが抑制された。中枢神経作用薬では両細胞において細胞増殖およびコリン取り込み
に影響はみられなかった。以上から、中枢神経作用薬は細胞増殖やコリン取り込みに影響しなかったが、
抗癌剤は神経膠芽腫の種類によって細胞増殖とコリン取り込みの結果が一致しなかったことから、神経
膠芽腫の種類や悪性度の違いによって 11C-コリン PET の結果に影響を及ぼす可能性が示唆された。 
審査過程： 
１． アストロサイトにおけるコリントランスポーターの発現について適切な説明がなされた。 
２． CTL1、２の発現における real time PCR 解析の結果と western blot 解析の結果の不一致について適
切な説明がなされた。 
３． A-172 細胞と U-251MG 細胞の増殖速度、悪性度の相違について適切な説明がなされた。 
４． 抗癌剤の作用による細胞増殖抑制とコリン取り込み能やコリントランスポーターの発現変化との関
連について適切な説明がなされた。 
５． ２種類の膠芽腫細胞株における CTL1、CTL2 の絶対量の相違について説明がなされた。 
６． コリン取り込みの相違が 11C コリン PET/CT の結果に影響を及ぼす可能性について説明がなされた。
価値判定： 
２種類のヒト神経膠芽腫細胞株を用いたコリンの取り込みの機能解析から、抗癌剤投与後の細胞増殖
やコリン取り込みの相違を明らかにした。本研究は、臨床における神経膠芽腫の種類や悪性度の違いに
よって 11C コリン PET の結果に影響を及ぼす可能性を示した点で、学位論文としての価値を認める。 
